
CO2 排出量の算定・削減して

脱炭素経営を加速

サプライチェーンの

CO2 削減状況の見える化

企業価値向上につながる ESG
パフォーマンスの管理

サステナビリティ経営を加速するプラットフォーム
「booost Sustainability Cloud」は、 
企業のSX（サステナビリティトランスフォーメーション）を 
加速するためのプラットフォームです。 
自社・グループやサプライヤーのCO2排出量の見える化・削減に加えて、 
水や廃棄物といった環境パフォーマンスの見える化、人的資本やガバナンスも含む
ESG全体の開示項目の見える化によるESGパフォーマンスの向上が可能です。



CO2排出量の算定・削減して脱炭素経営を加速 「 booost GX 」※

機能と 特長

※「ENERGY X GREEN」から名称変更

 データインプットの効率化（AI-OCR、ファイル連携、API連携
 自動振り分け機能 : Scope1 ,2 ,3カテゴリ1-15 （特許取得済
 製品、サービスごとに精緻なカーボンフットプリント

計測・可視化

 海外拠点における CO2 排出量管理により、グローバルでの脱炭素 
促進が可能（海外排出原単位データベース「ecoinvent Database」
対応、235の国や地域ごとの排出量管理、25言語対応

 目標設定・管理機能によって、計画と実績の予実管理が可
 非化石証書等の調達を自動で実行可能

管理・オフセット

 GHG基本レポート、PLCAレポー
 国際イニシアティブ（SBT、CDP、TCFD）や温対法／

省エネ法等の各種報告書作成サポート

報告レポート

 統合報告書、 
サステナビリティ 
レポー

 SC 取引先への報
 各種イニシアティブ



企業価値向上につながる ESG パフォーマンスの管理 「 booost ESG 」

機能と 特長

機能と 特長
CO2 排出量以外の環境データ（水・資源等）の収集

ソーシャル（人的資本等）やガバナンスデータの収集

ISSB.GRI.MSCI.ISO30414等の規格に準拠したESGデータの一元管理

ESGデータのダッシュボード/レポート

Environment GovernanceSocial

サプライヤー側の CO2 排出量を見える化し、 
精緻な CO2 排出量の一次データを収集可能

サプライヤーごとの製品 ・部品単位や工程単位での活動量の一括収集

サプライヤーへの入力依頼機能とサプライヤーの回答送信機能

CO2 排出量の算定結果を「booost GX」へ自動反映

サプライチェーンのCO2削減状況の見える化 「 booost Supplier 」

新製品

新製品



会社名　：booost technologies株式会社 

所在地　：東京都品川区大崎一丁目6 番4 号新大崎勧業ビルディング10階 

設　立　：2015年4月15日

代表者　：代表取締役 青井 宏憲 

資本金　：14億6065万円（資本準備金を含む/2022年3月31日時点）

事業内容：booost Sustainability Cloud booost GX 、 booost Supplier 、 booost ESG の開発運営、booost Energyの開発運営

会社概要

製品のプレスリリース・詳細はこちら

To achieve a more sustainable NET-ZERO future.

より持続可能で NET-ZERO な未来を実現する

booost-tech.com

©2023 booost technologies, Inc. All rights reserved.

CO2等排出量可視化ツール提供企業として唯一の

運営委員に選定されています。
CDPは世界の企業の気候変動関連情報を収集し開示する国際的なNGOです。booost technolog電子情報技術
産業協会（JEITA）が事務局を務めるGreen x Digital コンソーシアムは、企業のカーボンニュートラル化の
促進と産業・社会の変革につながる新たなデジタルソリューションの創出・実装に向けた活動を推進する場と
して、あらゆる業種・業界の企業が参加し、ワーキンググループ活動や実証実験等に取り組んでいます。ies
は、認定スコアリングパートナーとしてグローバルリーダーのスコアリングを行っています。

企業間における排出量データ交換の国際的なルール構築に、

日本初のグローバルスタートアップパートナーとして参加しています。
WBCSDは、世界の200以上の主要企業CEOによって構成され、企業が持続可能な社会への移行に貢献する
ために協働しています。PACTは、WBCSDが組成するイニシアチブであり、サプライチェーンにおける炭素
排出量の真の透明性を通じて脱炭素を実現することを目指しています。

国際的なサステナビリティ関連開示基準の最新取り組みを熟知する

IFRS Sustainability Allianceメンバーです。
IFRS財団は国際会計基準（IFRS）の策定を担う民間の非営利組織です。

booost technologiesは、日本のスタートアップ企業としては初めてIFRS Sustainability Alliance
に加盟し、 積極的な活動を通してサステナビリティ関連事業を日々強化しています。


